
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 2

単位施策名称 1 公共施設の計画的な維持・保全

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 3 5 7 9 10

実績値 1 2 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値 1 2 5 7 7

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 111,179 0 0 0 0

うち、一般財源額 48,337 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 3 5 7 9 10

実績値 1 2 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 13,138 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,312 0 0 0 0

目標値 1,490 2,790 4,140 5,090 6,000

実績値 490 1,109 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 82,984 0 0 0 0

うち、一般財源額 40,312 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

社会資本の安定的な供給

施策の方向性

●道路や公共施設の計画的な維持・保全、延命化を図ります。

建設部

1 橋梁長寿命化修繕実施済み橋数 橋

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 予防型改修の施設数（築15年未満の施設を対象） 施設

3

01 橋りょう長寿命化事業 修繕実施橋梁数（累計）

橋

千円

02 道路補修等事業 修繕実施道路延長（累計）

ｍ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 368 0 0 0 0

うち、一般財源額 268 0 0 0 0

事業費 9,258 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,589 0 0 0 0

事業費 5,431 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,856 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

橋りょう長寿命化事業 1 未達成 高 低 事業継続

道路補修等事業 1 未達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 橋りょう長寿命化事業

2 道路補修等事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

交付金の内示率が非常に低く、特に道路補修等事業に係る道路舗装修繕工事については、今後、交付金は殆ど見込めない

状況であり、交付金対象事業費のみでは公共施設の長寿命化を図る計画的な維持保全は出来ないため、第4次総合計画の

基本目標である「誰もが安心・安全で快適に暮らせるまちづくり」に資するよう一定の財源をもって、効果的且つ、計画

的な公共施設の維持保全を推進していきます。

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 土木総務一般事務事業 千円

2 道路管理事業 千円

千円

3 水路改良等事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

社会資本整備総合交付金の内示率が低かったためです。

国に更なる交付金を要望するとともに、優先順位に基づき事業促進を図ります。

優先順位に基づき事業促進を図ります。

国費の予算割れで、計画どおり予算を確保することが困難な状況ですが、長寿命化を図るうえで必要な事業のため、優先順位や財源の見直しを考慮しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、施策を継続す

ることとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 2 社会資本の安定的な供給

単位施策 1 公共施設の計画的な維持・保全

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁定期点検の結果、健全度の低い橋梁から、順次補修するための詳

細設計を行いました。

　平成28年度設計橋梁数…1橋

橋梁を長寿命化するための工事を行いました。

　平成28年度実施橋梁数…1橋

0

0

0

0

平成

橋りょう長寿命化事業 421101

建設部 都市整備課

橋梁の健全度を把握するため、道路法で5年に1回行うことが義務付けられている橋梁の定期点検を行い

ました。

　平成28年度点検橋梁数…18橋

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

15,620 18,480

0 0 0 0 0

事

業

費

13,138 23,684 32,816 28,516 33,716

財

源

内

訳

7,026 12,925 17,985

3,800 9,500 13,200 11,500 7,500

0 0 0 0 0

2,312 1,259 1,631 1,396 7,736

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

修繕実施橋梁数（累計） 橋

3 5 7 9 10

2 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

交付金の更なる充当を国に要望するとともに、限られた財源の中で効率よく修繕できる手法の検討を継

続します。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

本事業に係る国からの交付金が、想定より交付されず、修繕実施橋梁を減らさざるを得なくなったため

です。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 2 社会資本の安定的な供給

単位施策 1 公共施設の計画的な維持・保全

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

町内の町道・県道の維持補修等業務及び街路樹の維持管理業務を行いました。

　町道の維持補修…123件、県道の維持補修…38件

　※県道に係る維持管理については、広島県からの交付金により実施しました。

府中町道路舗装修繕計画書に基づき、舗装の損傷度が高い道路から、順次舗装の修繕を行いました。

　平成28年度修繕延長…665.3m

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

421102

建設部 都市整備課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

道路補修等事業

事

業

費

82,984 125,259 64,142 64,142

15,551 15,551

26,400 75,600 12,600 12,600 12,600

64,142

財

源

内

訳

7,214 0 11,000 11,000 11,000

9,058 17,551 15,551

0 0

40,312 32,108 24,991 24,991 24,991

修繕実施道路延長（累計） ｍ

1,490 2,790 4,140 5,090 6,000

1,109 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

道路舗装の修繕に係る国からの交付金が、想定より交付されず、修繕延長が短くなったためです。

0

限られた財源の中で効率よく修繕できる手法の検討を継続します。

都市整備課長　岡村　紀行

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続


